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〔1〕 緒   言
 栄養調査 としてt'昭 和21年 から実施している国民栄
養調査がある。この調査は国民がどの くらいの食糧を
消費しているか,ま たどれだけの栄養を摂取 してい る
かを実際に調査し,そ れと同時に栄養 と健康状態との
関係を明らかにするもので,栄 養改善法(昭 和27年 法
律策248号)に もとついて今 日に至るまでつづけ ら れ
ている。この調査の結果は国民の食生活を改善 し,国
民の体位を向Lす るために,ま た広 く食糧政策にも利
用される事を 口的 としてい るのである。この様 な国民
栄養調査は政府機関即ち厚生省が行 ってい るものであ
るが,民 間で行われる調査はきわめて少な い の で あ
る。
 そこでで著者は,栄 養に最 も関係の深い食物科の学
生が 日常生活において如何に自分達の栄養に関心をよ
せ食物を摂 取してい るかを知 るためにこの調査を試み
たのである。調査対象 として特に1回 生 と3回 生を選
んだのは栄養知識の比較的少ない1回 生と3年 間栄養
学や調理実習を学んだ3回 生 との差を知るた め で あ
り,ま た寮生は栄養管理が充 分であ り,栄 養調査も集
団給食として毎月調査 もされている筈であるから,今
更調査が必要とは思われず,基 準栄養量を摂取してる
もの として調査対象から除外 した。 また今回は間食も
除外したのである。
〔皿〕 調査方法
 第1表 の如く摂取 した3日 間の料理名 ・食品名 ・数
量及び食事場所を規定の用紙に記載 させこれを食品群
別表にもとずいて,分 類集計 し,3日 間の延食数を3
で除 して1人1日 当 りの摂取量を算出し,こ れより食
品標準成分表(日 本栄養 士会編)に よってその栄養量
を算出し,こ れを栄養所 要量 と比較検討し た の で あ
る。
a)調 査期間
 この調査は本来ならば,四 季 にわけてする事が望 ま
しいのであるが,今 回の調査 は都合上12月 上旬のみに
した。
第1表 栄 養 調 査 表 (な るべ くくわ しく記入 して下 さい。 特 に使 用数 量)
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b)調 査対象
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〔皿〕 調 査 結 果
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〔N〕総 括
 以上調査結果を まとめてみると,全 平均ではカルシ
ゥムが少し不足 してい るが,他 の栄養素は所要量に近
いか或はほぽ所要量に達している。学年別にみると,
3回 生は殆んど所要量に近い線をたどっている。特に
自炊3回 は全部3回 生であ るが理想的に栄養を摂取し
てお り,食 品 ・栄養学にたいする知識をよく利用して
いると思われる。 これにたいして1回 生は全体に栄養
所要量より不足してお り,特 に熱量 ・ビタ ミンB2・
鉄においては著 しい不足が認められるのである。これ
は1回 生では食品栄養学にたいする知識或は食品の目
安量にたいする認識が不足している事 も一因とな って
いると眉われるのである。
 今回行なった調査は最 も簡易な方法であって厳格な
意味での摂取栄養量をあらわすものではない。栄養所
要量と比較検討 してみたが,1回 の調査では正確な回
答を期待す る事は困難であって,こ のデ0タ ーが現在
の学生の栄養摂取量の実態であると断言するr#は出来
ない。今後はこの調査を足場 として回を重ねよりよい
結果を得たい と考えている。
 終 りにのぞみ この調査に御協力いただいた学生諸氏
に感謝いたします。
